
 

 

 
 
 

 
 

  

当町会の参加者と柳澤（左端  町会懇親会） 

地元の地下の パルテノン神殿 ？ 
目黒川 荏原調節池 をご存知ですか

内側より取水口を見る 

市場橋から取水口を見る 

地下１層  

拡大図 

（報告者：3月5日インフラツーリズムの一例としての見学会に参加し感激した　佐藤） 

♥ご興味のある方は、下記までお問い合わせください。 

   民生委員の柳沢：☎  

　大崎第一地域センター周辺の地下にある巨大な貯水槽のことです。
旧荏原卸売市場の再開発にともない、目黒川の氾濫を抑えるために
一時的に余分な水を自動的に貯める調節池が設計されました。目黒川の
流量のピークを分散し、溢水を免れるための巨大な装置です。

　1991年の中目黒舟入場調節池の稼働に続き、1997年から荏原調節
池も一部供用が始まりました。1999年に浸水家屋が1000棟を超えた
のを最後に、全工事が完成した2003年以降大きな家屋浸水は起こって
いません。ただし、小規模ながら、下水道の容量オーバーによる内水氾
濫は時々起こっています。  

　設置場所が狭いため、30.5ｍの深さに地下4階まで
箱を重ね、大容量を確保。２m四方の太い柱が幾何学
的に並び、人工地盤を支えています。 
右の写真のように、例えて神殿と言われる所以です。

貯水量：２０万㎥    667杯/25ｍプール
形　式：横越流固定堰    堰長85ｍ 
排　水：揚水ポンプ8基   22時間で完了
内　寸：Ⅼ約126ｍ　W約65ｍ　H約30ｍ 

♥ ♥ ♥ ♥ ♥ ♥ 高齢者懇談会
・毎月第四水曜日に、大崎第一地域センターで開催します。
　なお、時間は11時30分から13時30分頃までです。
・75歳以上で、お一人でお住いの方が参加できます。
・皆さんでおしゃべりをしたり、昼食をご一緒します。
　フラダンス、手話ダンス、盆踊り大会、輪投げ大会なども
　開催されます。
・参加費は、一回につき300円（1,000円相当の弁当が出ます）。
・定員が一杯の場合、お待ち頂くことがあります。 

090-4598-8569 

2018 年 5 月20 日発行（38 号 総会特集） 夕陽会広報部

夏日が続いた後少し涼しく感じられる 4 月 23 日、例年通り香港園において、2018 年度の
夕陽会定時総会が、大人の会員 42 名出席のもとに開催された。（無断欠席２名）

それに先立つ 4 月16 日に、理事会が開催され事前審議が行なわれた。理事会により議論
された各議案は、総会において全て原案通り可決・承認された。

●大幅な収入増と大幅な支出減および予算統制が機能し始めた結果、昨年度決算は大幅な
プラスとなった。また、今年度の予算も余裕のある収支均衡であることの理解を得た。

●敬老の日のお祝い品贈呈に関し、将来を見据えた抜本的な改革案が提案され承認された。
●風の計測 3 か年計画（3+8 か所）の、2 年目の途中経過が報告された。

　懇親会参加者は 60 余名とにぎやかになり、子ども会からの参加者は、大人11名・子ども
8 名・幼児 2 名で、座をにぎやかにしてくれた。（子ども会参加者は総会と一部重複する）

　大崎第一地域センターからの来賓　佐藤和彦所長と石橋美佳副所長からご挨拶を頂いた。
　（ちなみに過分なご祝儀を頂戴したことを付記する）

何名かにお話しいただいた中から、柳澤民生委員からの 地域センターで開かれている
【高齢者懇談会】の紹介を、4 頁に記載した。

2018 年度　夕陽会定時総会議事録（要約）
開会挨拶 ： 西会長（司会：佐藤）　

１．2017年度の活動につき、報告・承認
①一般事業活動（椎野）
②子ども会活動（洪）

２．2017年度決算につき、塚田より報告・田中より監査報告・承認（２頁参照）
３．2018 年度新理事メンバーおよび役員候補の一括提案・承認（椎野 ３頁参照）
４．2018 年度の活動につき

①一般活動計画の提案・承認（椎野）
②2019年度以降、敬老の日の祝賀を70歳と85歳に限定する案の承認（佐久間）　
「贈呈式などのイベントを考えたらどうか」という提案があった（３頁参照）

５．2018 年度予算につき、提案・承認（塚田 ２頁参照）
６．その他

①夕陽ヶ丘街づくり協議会活動報告（七沢 ３頁参照）

閉会挨拶を省き、佐久間の司会で、懇親会に移った。
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【収入の部】 【支出の部】

2018年 2018年

予算 決算 算予算予 決算 予算

町会費 1,500,000 1,563,200 1,440,000 人件費(謝金) 130,000 121,000 95,000
補助金(区より) 650,000 695,275 530,000 防災対策費 190,000 104,872 185,000
雑収入(還付金) 60,000 80,000 30,000 交通防犯対策費 300,000 277,144 300,000
受取利息 0 12 10 地域環境保全費 10,000 2,000 10,000

青少年育成費 150,000 121,500 120,000
敬老(慶弔）費 80,000 79,492 80,000
諸寄付関係費 310,000 312,000 345,000
渉外費 220,000 206,418 140,000
会議費 280,000 207,253 280,000
修繕費 10,000 0 10,000
印刷費 320,000 303,480 340,000
通信費 65,000 62,106 60,000
事務費 20,000 18,707 15,000
雑費 15,000 12,830 15,000

小　計 2,210,000 2,338,487 2,000,010 小　計 2,100,000 1,828,802 1,995,000
カメラ補助金 150,000 751,000 カメラ更新 901,800 0

特別敬老祝賀 260,000

中　計 2,360,000 3,089,487 2,000,010 中　計 2,360,000 2,730,602 1,995,000
前年度繰越金 1,809,654 1,450,769 1,450,769 次年度繰越金 1,809,654 1,809,654 1,455,779
合　計 4,169,654 4,540,256 3,450,779 合　計 4,169,654 4,540,256 3,450,779

　

　

　　人件費：予算統制を強化するため、会計関係の資料作りを委託したため増加

2017年

 ●収支36万円の黒字

     収入増・支出減　　通常時換算(小計)で51万円の黒字、防犯カメラ更新支出で15万円赤字

　　 町会費：2016年度未収金を回収、新規マンションが通年会費となり増収

　　 補助金：基本補助金が増加、防犯カメラ電気代（2016年度分）が入金

 ●支出：通常時予算に対し１７万円減

予算・決算報告

    ■2017年度決算上のコメント

2017年
目項目項

 ●収入：通常時予算に対し３４万円増

 ○支出総額≒収入総額　の方針のもと、昨年実績を参考に各項目を査定
　　敬老関係の今年度限りの一時支出増を吸収し、各費目とも少し余裕のある枠を設定できた。

　　寄付費：九州北部豪雨が新規に発生したが、3件を半額の各5万円に縮減して対応
　　会議費：4月の懇親会の参加者が、予想より15名ほど少なかったため大幅減

　　防災費：資機材の購入がなかったため、大幅減

  　□2018年度の予算について

 ●防犯カメラの５台更新は、2017年度では１５万円の赤字
　　2018年度に、街づくり協議会から１５万円の支援を受けるので、町会収支では実質±０円

役 職 氏 名 役割・分担・備考 役職 氏 名 役割・分担・備考

　晴和　谷小事理　　雄春 　西長会

敬通　川石   事理　　郎八開　野椎行代長会

副会長 中村　胤夫 総務 　　理事　 　 櫻井　智純

副会長 佐藤　至弘 広報 　　理事 　 澤原　義明  

副会長 塚田  晴子 会計 　　理事 磯部　日出夫

副会長 七澤　 基 環境 　　理事 　 長野　愼吉   （新任）

副会長 高橋　和宏 防災 (新任） 　　理事    柳澤　浩一 防災 

副会長 杉野　秀子 防犯 　　理事    柳澤　雪子 民生委員

副会長 　 佐久間  雅良  　防犯 　　理事 今井　達郎 地区健康づくり推進委員

　　監事 小川　大助 青少年対策地区委員 　　理事 金子　孝彦

舜愛  洪事理　　郎一稀  中田事監　　 子ども会

　　理事 大貫　眞嗣   （新任） 　　理事

　　理事 与倉　守英 青少年対策地区委員 　　理事　　    有馬  久未子   （新任）

二裕　田岡   　事理  　章次　田鴻事理　　   （新任）

支出
　　

　◎2018年度計画

　　  

【対策】

　◎2017年度実績

  2018年度夕陽会理事・監事・役員

   ﾏﾙｺ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾏﾙﾃｨﾈｽ

【経緯と背景】

　　　② 防犯カメラ更新を金銭的に支援

　 　　＊風速計を11か所に設置し、計測継続中
　 　　＊花と緑の支援３件

　　　① 花と緑の事業継続

　事業費支出 ： 　約 88万円     繰り越し ： 　約 ３,０００万円
　庶務費支出 ：   約1.5万円     繰り越し ：　 約      ７９万円

　　　③ 住民交流事業支援（街づくりをソフト的に支援）
　　　④ 風環境から見た今後の街づくりを、風工学と共に考え品川区に助言を求める

★夕陽ヶ丘街づくり協議会 報告

85歳を祝賀

●敬老の日祝賀の方式を抜本的に見直した新制度

　　敬老を祝福する粗品贈呈は、現在85歳から毎年となっている。今後受給者が増え続け、
　　団塊の世代が85歳に達する頃には、予算上、この事業を継続できないと予測される。

【別の観点】

　　☆2018年度（移行期）
70歳～85歳全員を祝賀（一度限り）

　　85歳以降、同じ方に毎年(長く)贈ることを止める。

　　町会活動に参加する人たちを掘り起こすため、元気な高齢者にタッチする機会を作る。

【新制度】

　　★2019年度以降
70歳を祝賀（地域・町会活動への参加を呼びかけるチャンスとする。）

2018 年度夕陽会 理事・監事・役員
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・皆さんでおしゃべりをしたり、昼食をご一緒します。
　フラダンス、手話ダンス、盆踊り大会、輪投げ大会なども
　開催されます。
・参加費は、一回につき300円（1,000円相当の弁当が出ます）。
・定員が一杯の場合、お待ち頂くことがあります。 

090-4598-8569 

2018 年 5 月20 日発行（38 号 総会特集） 夕陽会広報部

夏日が続いた後少し涼しく感じられる 4 月 23 日、例年通り香港園において、2018 年度の
夕陽会定時総会が、大人の会員 42 名出席のもとに開催された。（無断欠席２名）

それに先立つ 4 月16 日に、理事会が開催され事前審議が行なわれた。理事会により議論
された各議案は、総会において全て原案通り可決・承認された。

●大幅な収入増と大幅な支出減および予算統制が機能し始めた結果、昨年度決算は大幅な
プラスとなった。また、今年度の予算も余裕のある収支均衡であることの理解を得た。

●敬老の日のお祝い品贈呈に関し、将来を見据えた抜本的な改革案が提案され承認された。
●風の計測 3 か年計画（3+8 か所）の、2 年目の途中経過が報告された。

　懇親会参加者は 60 余名とにぎやかになり、子ども会からの参加者は、大人11名・子ども
8 名・幼児 2 名で、座をにぎやかにしてくれた。（子ども会参加者は総会と一部重複する）

　大崎第一地域センターからの来賓　佐藤和彦所長と石橋美佳副所長からご挨拶を頂いた。
　（ちなみに過分なご祝儀を頂戴したことを付記する）

何名かにお話しいただいた中から、柳澤民生委員からの 地域センターで開かれている
【高齢者懇談会】の紹介を、4 頁に記載した。

2018 年度　夕陽会定時総会議事録（要約）
開会挨拶 ： 西会長（司会：佐藤）　

１．2017年度の活動につき、報告・承認
①一般事業活動（椎野）
②子ども会活動（洪）

２．2017年度決算につき、塚田より報告・田中より監査報告・承認（２頁参照）
３．2018 年度新理事メンバーおよび役員候補の一括提案・承認（椎野 ３頁参照）
４．2018 年度の活動につき

①一般活動計画の提案・承認。（椎野）
②2019年度以降、敬老の日の祝賀を70歳と85歳に限定する案の承認（佐久間）　
「贈呈式などのイベントを考えたらどうか」という提案があった（３頁参照）

５．2018 年度予算につき、提案・承認（塚田 ２頁参照）
６．その他

①夕陽ヶ丘街づくり協議会活動報告（七沢 ３頁参照）

閉会挨拶を省き、佐久間の司会で、懇親会に移った。
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